
 

 

森山 大道 DAIDO MORIYAMA 

写真集『ACCIDENT』インスタレーション展 

Photobook ACCIDENT installation 

会期：2011年9月22日(木)－10月22日(土) 

会場：タカ・イシイギャラリー フォトグラフィー/フィルム（東京・六本木） 

オープニング・レセプション：2011年9月22日18:00-20:00 

 

タカ・イシイギャラリー フォトグラフィー/フィルムは、9 月 22 日（木）から 10 月 22 日（土）まで、森山大道 最新写

真集『ACCIDENT』によるインスタレーション展を開催いたします。 

 

現在、写真集それ自体をひとつの作品として認識する考えは世界的に定着しており、なかでも近年日本で発表さ

れてきた写真集は、極めて個性的な存在として国外においても高く評価され、確固としたジャンルとして位置付け

られています。その動向の中心となっているのは、1960 年代から 70 年代に刊行された写真集であり、名作として

位置づけられるものの多くに森山大道の写真集があります。 

 

写真集『ACCIDENT』は、異例の大型製本に挑戦しています。蛇腹製本により各ページをつなげ、その全長は 20

メートルにおよびます。ページごとに一枚一枚、複数版を使ったシルクスクリーンで仕上げられ、森山の真骨頂で

もある、写真と媒体との調和による「像」を具現化しています。 

 

「アクシデント」シリーズは『アサヒカメラ』誌上で 1969 年から 1 年間連作として発表され、今回初めて写真集として

纏められます。別紙に、森山自身による本プロジェクトへの意欲的な言葉をご紹介いたします。 

 

また、本展は 2011 年 11 月に NY のアパチャー・ギャラリーへ巡回する予定です。 

 



写真集『ACCIDENT』 

企画・制作：ゴリーガ www.goliga.com 

シルクスクリーン制作：Edition Works （版画工房・東京） 

「ゴリーガ」レーベルからの出版物第 1 作 

詳細： ・寸法：縦 364mm x 横 257 mm、80 ページ、3 版のシルクスクリーン、2 種類の 220kg 用紙、蛇腹製本 

・ケース：布ばりボード、マルチパネル、シルクスクリーン、外回りステンシルによるインク・トランスファー 

・販売価格：未定、40 部限定 

 

【ゴリーガ GOLIGA】 Ivan Vartanian（アイヴァン・ヴァルタニアン）により 2000 年設立。日本の写真家を精力的に

欧米に紹介。主な刊行書籍に、金子隆一（東京都写真美術館）との共著『日本写真集史 1958 年-1986 年』（日英

仏同時出版）、『Setting Sun: Writings by Japanese Photographers』（Aperture, 2007 年）など。2011 年春に、パリ

の新しい写真展示スペース Le Bal にて「Japanese Photobooks Now」の企画・キュレーションを行う。 

 

【お問合わせ】 タカ・イシイギャラリー 展覧会担当：上松エリサ / プレス担当：増山貴之 

〒135-0024 東京都江東区清澄 1-3-2 5F  tel: 03-5646-6050  fax: 03-3642-3067 

e-mail: tig@takaishiigallery.com   website: www.takaishiigallery.com  営業時間：12:00-19:00 定休日：日・月・祝日 

 

 

 

 

 

http://www.goliga.com


 

『ACCIDENT』について 

 

もともと現実のコピーである写真は、さらにどんな媒体にリプリントされるかによって変わっていくものだ。イメージが、

いかなる手段によってどう立ち現れてくるかによって、形ばかりか、内容をも決定づけていくものだ。『アサヒカメラ』誌

上で 1969 年に１年間連作した「アクシデント」シリーズを、今回、シルクスクリーン印刷によって“プリント”してみた。

すると、このシリーズがもともと内包していたコンセプトがさらに尖鋭化し、さらにアクチュアルなイメージとなって生ま

れ変わったのだ。イメージと複製とのあいだの危うい均衡は、ある意味、写真を撮る「行為」と撮る瞬間の「意図」との

あいだに生じる緊張感に似ている。シルクスクリーンという方法を用いたことで、この「イメージ／複製」、あるいは「行

為／意図」といった二者が火花を散らすような衝突、文字通りもうひとつの「アクシデント」を引き起こすことができた

と思う。 

 

「アクシデント」シリーズは、1960 年代末から 70 年代初頭にかけて撮影した。この時代は日本に限らず世界各地で

新たなる政治に対する意識が芽生えはじめていた。東京の路上でもあちこちでデモや学生運動が日々突出する

“政治の季節”だった。ぼくたち写真家も、当然のことながらこうした社会状勢から目をそむけることはできなかった。

しかしぼくは、当時、写真というメディアに対する疑念も合わせて抱えていた。それは、写真が事実を直接的に記録

できるメディアであると同時に、わたしたちが実際に目にしたイメージ ― ニクソン事件やベトナム戦争 ― と現実と

が全く乖離しており、写真が必ずしも真実を写すメディアではないという問題だった。写真は真実であり、それは同

時に嘘でもある ― 写真のイメージが持つ二重性・背反性に大いなる疑義を感覚しつづけていた。しかし、このよう

な写真の真偽性・多重性が、写真表現の可能性をむしろ押し広げることにもつながっていくのだ。写真は一時の固

定観念を超え、言語を超えた言語ともなりうるのだ。 

 

今回、「アクシデント」シリーズをシルクスクリーン印刷によって初めて１冊にまとめ、以前にも増して、鮮明なイメージ

とインパクトがもたらされたのではないか。 

 

2011 年 6 月 森山 大道 

 


